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はじめに
ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1834)

は，全長 3.3 m以上になるマンボウ科Molidaeマ

ンボウ属 Molaの大型海産魚類である（Sawai et 

al., 2017b；Sawai and Nyegaard, 2022）．本種は全

長約 1.2 m以上の個体において，頭部や下顎下部

の隆起，舵鰭縁辺部の形状，胸鰭後方の体表上の

隆起したシワの有無などの形態的特徴の組み合わ

せによって，同属のマンボウ Mola mola (Linnaeus, 

1758)やカクレマンボウ Mola tecta Nyegaard et al., 

2017（日本では未確認）から外観的に識別される

（Sawai et al., 2017b；澤井，2021a, 2024a）．日本近

海における本種は北海道以南で散発的に記録され

ているが，未記録地も多く，さらなる情報収集が

求 め ら れ て い る（Sawai et al., 2017b； 澤 井，

2021a）．このたび，2026年 2月に鹿児島県の加

計呂麻島沖でウシマンボウ 1個体が水中で撮影さ

れ，加計呂麻島における本種の初記録になると考

えられたため，ここに報告する．

材料と方法
本研究で調査したウシマンボウ 1個体（Fig. 1）

は 2026年 2月 27日 15時頃に鹿児島県の加計呂麻

島（奄美群島）の東沖（28°05′35.6″N, 129°21′49.1″E

周辺）で，加計呂麻島ダイビング &ペンション

RIKIが主催するホエールウォッチング・スイム中

に，シュノーケリングによって水面付近で撮影さ

れた．ダイブコンピューターで計測された遭遇時

の現場水温は 21.5 °Cであった．本個体は写真か

ら外部形態を観察し，種同定は Sawai et al. (2017b)

と澤井（2021a）にしたがった．

結果と考察
本研究で調査したマンボウ属 1個体は，下顎下部

に明瞭な隆起があり（Fig. 1矢印），頭部はほん

のわずかに隆起しているように見え（Fig. 1矢印），

胸鰭より後方の体表に盛り上がったシワが無いこ

とから（Fig. 1），ウシマンボウと同定された．本

個体の舵鰭縁辺部は部分的に波打っているように

見えるが，典型的なマンボウの舵鰭縁辺部は全体

的に山型の波型があり（Sawai et al., 2017b），本

個体のような谷型の波型ではない（Fig. 1矢印）．

先行研究で知られている本種個体（例えば，

Sawai et al., 2017b；澤井，2021a, 2024a）との形態

比較から，本個体はほんのわずかしか頭部は隆起

していないが，下顎下部は明瞭な隆起が確認でき

るため，推定全長 1.4–2.0 mの範囲と推測された．

　本研究で調査した限りでは，これまでに文献上

で知られているウシマンボウの都道府県別の記録

は以下のとおりである［新規データの無い引用の

繰り返し（魚類目録など）や情報が曖昧なもの（魚

類図鑑など）を除き，各文献で新たなデータとし

て使用されたサンプルや情報（同一個体の重複含

む）の中で，都道府県が分かるもののみを示した

（★の文献は後に本種に再同定された個体を含

む）］：北海道（澤井ほか，2014，2020；澤井・石

黒，2022），青森県（澤井・石黒，2022），岩手県

（吉田，2006a；Yoshita et al., 2008；澤井ほか，

加計呂麻島沖の水中で撮影されたウシマンボウの記録
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2009； 山 野 上 ほ か，2010； 澤 井・ 山 野 上，

2016b），宮城県（相良ほか，2005；吉田ほか，

2005），茨城県（辻井，1999 ★；相良ほか，

2005； 澤 井 ほ か，2015b）， 千 葉 県（ 祖 一，

2009 ★； 山 野 上・ 澤 井，2012；Sawai et al., 

2017b；Sawai and Nyegaard, 2022；澤井，2022a），

東京都［小笠原諸島（吉田，2006b；澤井，

2024a, 2025）］，神奈川県（澤井・山野上，2016a；

澤井ほか，2019；澤井・山田，2022），新潟県［佐

渡 島（ 澤 井，2023）］， 富 山 県（ 澤 井 ほ か，

2017a），石川県（石川県水産総合センター，

2012；澤井・山野上，2016b），福井県（澤井，

2021c），静岡県（吉田ほか，2005；澤井・相原，

2024a–b），三重県（藤原，2020★；澤井，2021a, 

2024b；澤井・杉山，2021a–b），島根県（澤井，

2022b），山口県（Sawai et al., 2018；園山ほか，

2020），徳島県（澤井，2021b），高知県（澤井，

2018），長崎県［有福島（Sawai and Nakamura, 

2020）］，大分県（澤井ほか，2015a），鹿児島県［喜

界島（Sawai and Yamada, 2019）；奄美大島（澤井

ほか，2020）］，沖縄県［沖縄島（澤井，2026）；

伊江島（Yoshita et al., 2008）；ナガンヌ島（澤井，

2026）；久米島（澤井ほか，2023）；渡名喜島（澤

井 ほ か，2023）； 与 那 国 島（ 下 瀬・ 澤 井，

2012★；Sawai and Yamada, 2019）］．また，加計

呂麻島を含めた周辺海域の魚類リストの中に本種

の記録は見つからなかった（Nakae et al., 2018；

本村ほか，2019）．本個体（Fig. 1）の遭遇場所は

奄美大島より加計呂麻島の方が近く，上述よりこ

れまでに加計呂麻島からの本種の記録はみあたら

ないため，本個体が加計呂麻島初記録のウシマン

ボウとなる．
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